
前回の改定では、2017年度から2018年度に発生した大規模な自然災害を踏まえ、火災保険料の見直しを行い
ました。その後の2019年度から2020年度においても、上記に準ずるような大規模な自然災害が発生しており、
今後自然災害のリスクが一層高まることが予想されます。
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◆ 2017～2020年度に発生した主な風水災による支払保険金調査結果（各年度末時点、見込み含む）

以下の状況を踏まえ、今後も安定的に火災保険の補償をご提供するため、保険料を全面的に見直しました。
これにより、満期となるご契約と比較して多くの場合、保険料が引上げになります。

● 自然災害による保険金支払いの増加

● リスク実態を反映した料率、係数の導入
自然災害などのリスクの実態をより火災保険料に反映するため、保険期間に応じた係数、水濡れ損害に対する料率の
地区細分化、マンションの専有部分、共用部分の区分に応じた係数を導入します。

保険料の改定について1
1.火災保険料の改定

出典：2021年6月16日損害保険料率算出機構「【火災保険】参考純率改定のご案内」
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楽天損保の火災保険をご契約いただき、誠にありがとうございます。 
この度弊社では、２０２2年１0月１日以降保険始期のご契約より商品改定を実施しましたので、主な改定内容を
以下のとおりご案内いたします。
今後とも変わらぬご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

火災保険・地震保険 改定のご案内
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商品内容の改定について2

最長保険期間の見直し改定
❶
自然災害のリスクは将来にわたり大きく変化していくことが予想され、長期的なリスク評価が難しくなっています。これに
対応するため、火災保険をご契約できる期間（現行：最長10年）を最長５年に変更しました。

普通保険約款および特約の規定の明確化改定
❷
普通保険約款および特約の規定において、不明確または今日的に見て相応でないものがあるため、類型の明確化・例示の
追加等の約款文言の見直しを行いました。

◆ 長期係数（保険期間1年の保険料に乗じる係数）

● 地震保険料の改定
全国平均で0.7％の引下げとなりました。都道府県および建物の構造により、全国平均以上の引下げや改定前より引上げ
となる場合があります。

● 長期係数の見直し
長期契約（保険期間２～５年の契約）の地震保険料の割引を見直します。割引の計算に用いる予定利率を近年の金利
状況を踏まえて見直した結果、２～４年契約の割引率は変わりませんが、５年契約の割引率は7.0％から6.0％に変更と
なります。

2.地震保険料の改定

（　）内は割引率

保険期間 2年 3年 4年 5年

現行 1.90（5.0％） 2.85（5.0％） 3.75（6.3％） 4.65（7.0％）

4.70（6.0％）届出 変更なし

長期保険保険料年払特約の廃止改定
❸
保険料の払込方法のうち、長期年払（保険期間が２年以上で保険料を１年ごとに払い込む方法）を廃止しました。

法律相談サービス（マンションにお住まいの方専用）改定
❹
マンションにお住まいのお客様向けに、法律相談サービスを導入しました。
マンション住民間のトラブル等を弁護士に相談可能。（30分の無料相談付）

【こんな時にご利用ください】
・子供同士の喧嘩で相手に怪我を負わせてしまった
・マンション駐車場でペットが車に傷を付けてしまった
・隣人からの嫌がらせ

※サービスの詳細は、弊社ホームページ（https://www.rakuten-sonpo.co.jp/）に掲載の「利用規定」をご覧ください。

のみ

店舗総合
保 険

普通火災
保 険

普通火災
保 険

地 震
保 険

満期戻
火災保険

店舗総合
保 険

普通火災
保 険

地 震
保 険

店舗総合
保 険

CP22-28（火） 2022/05（CR）

●お問い合わせ先

https://www.rakuten-sonpo.co.jp/
お客様相談センター　0120-115-603
○受付時間：平日午前9時～午後5時（年末年始は除きます。）
○携帯電話からもご利用いただけます。
○一部のお手続きは、当社の委託先が承ります。


